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し 脳浮経が悪化する懐向を示Lた中利尿襖,水分は脳

組織から血液-移行し,脳浮腫は改善傾向を示 した.
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意味で,ブC3セミドを畢期に使用することが望ましいと

思われ紅 混,硬膜切開時計こてこ卜-ルの最大限の効果

を期待するなら亨より早期伊)投賢が望まい ､と考える.
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